
105SL クイック ・ リ ファレンス ・ ガイ ド

このガイ ドは、 プ リ ンタの日常的な操作について説明したものです。 詳細について
は、 『ユーザー ・ ガイ ド』 を参照して ください。

外観

 図 1 プリンタの外観

1 コン ト ロール ・ パネル

2 用紙アクセス用ドア

3 電源スイ ッチ (O = オフ、 I = オン )
4 AC 電源コネクタ
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コン ト ロール ・ パネル

コン ト ロール・パネル ( 図 2) は、プ リ ンタの動作状態を示し、基本的なプリ ンタ動作
を制御します。

 図 2 コン ト ロール ・ パネル

1 LCD プ リ ン タの動作状態を示し ま
す。

2 POWER ( 電源 ) 
ライ ト

プ リ ン タの電源がオンになる
と点灯します。

3 ERROR ( エラー ) 
ライ ト

プ リ ン タに注意を払 う 必要が
ある場合に点滅します。

4 PAUSE ( 一時停止 )
ライ ト

プ リ ン タが一時停止している
場合に点灯します。

5 PAUSE ( 一時停止 )
ボタン

このボタンを押すと、プ リ ンタ
の動作が開始または停止され
ます。

6 DATA ( データ )
ライ ト

プ リ ン タがデータの受信中に
なる と速く点滅します。
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3プリンタのコンポーネン ト
プリンタのコンポーネン ト

図 3 に、 プ リ ンタの用紙コンパート メン ト内にあるコンポーネン ト を示します。 どの
オプシ ョ ンを取り付けたかによって、 プ リ ンタの外観は多少異なる場合があ り ます。

 図 3 プリンタのコンポーネン ト

1 印刷ヘッ ド ・ オープン ・
レバー

6 用紙サプライ ・ ハンガー

2 プラテン ・ ローラー 7 用紙サプライ ・ ガイ ド

3 カッター ( オプシ ョ ン ) 8 外側の用紙ガイ ド

4 リ ボン巻き取 り ス ピン ド
ル

9 巻き取り スピンドル
( オプシ ョ ン )

5 リ ボン ・サプライ ・ スピン
ドル
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用紙のセッ ト

切り取りモード  ( 図 4) でロール用紙をセッ トするには、この項の説明に従って操作し
てください。 折り畳み用紙をセッ ト した り、 別の印字モードでロール用紙をセッ ト し
た りする方法については、 『User Guide （ユーザー ・ ガイ ド）』 を参照して ください。

 図 4 切り取りモードの用紙経路

切り取りモードでロール用紙をセッ トするには、 次の手順を実行します。

1. 汚れたタグやラベル、 接着剤やテープで固定されたタグやラベルをすべて取り除
いて廃棄します。

2. 用紙サプライ ・ ガイ ドを端まで引き出します。

注意 • 用紙やリボンをセッ トする際には、 印刷ヘッ ドやその他のプリンタ部品に接触する
可能性のある宝飾品類はすべて外して ください。 

ラベル タグ ・ ス ト ッ ク
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5用紙のセッ ト
3. 用紙のロールを用紙サプライ ・ ハンガーに配置します。 ロールを一番奥まで押し
ます。

4. 用紙サプライ ・ ガイ ドをスライ ド させ、 ロールの端に触れるまで動かします。

5. 印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバーを逆時計回りに回し、 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を
開きます。
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6. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を緩めま
す。

7. 外側の用紙ガイ ドを完全に引き出します。

8. 下部ローラ  (1) の下から上部用紙センサー ・ アセンブリ  (2) の下に用紙を通しま
す。

1

1

2
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7用紙のセッ ト
9. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) の下を通り、 スナップ ・プレート (2) の下からプラテ
ン ・ ローラー (3) の上を通過するまで用紙を前方向に押します。

10. 内側の用紙ガイ ド  (1) に用紙を揃えます。 外側の用紙ガイ ド  (2) をスライ ド させ、
用紙の端に触れるまで動かします。
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11. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を締めま
す。

12. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 固定位置 (2) でロッ ク されるまで印刷
ヘッ ド ・ オープン ・ レバーを時計回りに回します。

1

12
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9リボンの装着
リボンの装着

印刷ヘッ ドの磨耗を防ぐため、 用紙よ り も広い幅のリボンを必ず使用してください。
リボンは、 外側がコーティングされている必要があ り ます。 感熱印刷の場合は、 プリ
ンタに リボンを装着しないでください。

 図 5 リボン経路

リボンを装着するには、 次の手順を実行します。

1. リ ボン ・ サプライ ・ スピンドルの各セグメン ト を揃えます。

2. 先端部分を時計回りに引き出して リボンの向きを定めます。

注意 • 用紙やリボンをセッ トする際には、 印刷ヘッ ドやその他のプリンタ部品に接触する
可能性のある宝飾品類はすべて外して ください。 
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リボンの装着
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3. リ ボンを リボン ・ サプライ ・ スピンドルにセッ ト し、 完全に押し込みます。

4. リ ボン引き出し部がある と、 リボンの装着と取り外しが容易になり ます。 リ ボン
の端部に紙などのリボン引き出し部が取り付けられているかど うかに応じて、 次
のよ うに操作してください。

5. 印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバーを逆時計回りに回し、 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ を
開きます。

リボン引き出し
部の有無

操作

あ り 次の手順に進みます。

なし a. 用紙 ( ラベルと ライナー ) を長さ  150 ～ 305 mm (6 ～ 12
インチ ) ほど帯状にロールから切り取り ます。 

b. この帯状の用紙からラベルを剥がします。 
c. このラベル (1) を使用して、リボンの端 (2) を帯状の用紙

(3) に接続します。 この帯状の用紙が リ ボンの引き出し
部になり ます。

23 1
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11リボンの装着
6. リ ボン引き出し部と後に続く リボンを下部ローラー (1) の上から上部ローラー
(2) の下に通します。

7. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) の下を通り、 スナップ ・プレート (2) の上からプラテ
ン ・ ローラー (3) の上を通過するまでリボン引き出し部を前方向に押します。
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リボンの装着
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8. リ ボン引き出し部を上部リボン ・ ローラー (1) の上から リボン巻き取り スピンド
ル (2) の方向に通します。

9. リ ボン巻き取り スピンドルからフッ クを取り外します。

10. リ ボン引き出し部と後に続く リボンを リボン巻き取り スピンドルに逆時計回りに
巻きつけます。

11. フッ クを元に戻します。 フッ クの短い方の終端はリボン巻き取り スピンドルの切
れ込みに収ま り ます。 フッ クの長い方の終端は、 切れ込みと逆側の溝に収ま り ま
す。

21
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13リボンの装着
12. スピンドルを逆時計方向に何回か回して リボンをフッ クの上に巻きつけ、 たるみ
を取り ます。

13. 印刷ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 固定位置 (2) でロッ ク されるまで印刷
ヘッ ド ・ オープン ・ レバーを時計回りに回します。

12
2007/7/16 105SL クイック ・ リファレンス ・ ガイ ド 14023L-072 改訂 A
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使用済みリボンの取り外し

リ ボンのロールを交換する場合には、必ず使用済みリボンを リボン巻き取り スピンド
ルから取り外して ください。

使用済みのリボンを取り外すには、 次の手順を実行します。

1. リ ボンがまだ残っている場合は、 リボン巻き取り スピンドルの前でリボンを切り
離します。

2. フッ クを押し、 リボン巻き取り スピンドルの溝から外します。 フッ クを左右に動
かして リボンを緩めます。

3. リ ボンが緩んだら、 フッ クを リボン巻き取り スピンドルから取り外します。

4. 使用済みリボンを リボン巻き取り スピンドルからスライ ド させて取り出し、 廃棄
します。
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